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委
員
会
は
、
指
定
管
理
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
、
日

置
市
と
薩
摩
川
内
市
で
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

日
置
市
は
、
募
集
要
項
及

び
仕
様
書
に
地
元
雇
用
の
確

保
に
配
慮
す
る
こ
と
を
う
た

う
と
と
も
に
、
地
元
雇
用
の

創
出
・
推
進
が
図
ら
れ
て
い

る
か
が
選
定
基
準
の
審
査
項

目
に
な
っ
て
お
り
、
現
在
、

地
元
採
用
者
が
８
割
以
上
と

な
っ
て
い
る
。

　

制
度
導
入
に
よ
る
財
政
的

効
果
は
、直
営
時
と
比
較
し
、

平
成
１９
年
度
か
ら
２１
年
度
ま

で
が
各
年
度
約
２
５
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
る
。

　

薩
摩
川
内
市
は
、
指
定
管

理
対
象
５
８
３
施
設
の
う
ち

約
６８
％
の
３
９
６
施
設
が
制

度
を
導
入
し
て
い
る
。

　

修
繕
な
ど
で
指
定
管
理
者

が
負
担
す
る
額
は
、
委
託
料

制
の
場
合
は
年
度
協
定
書
に

修
繕
料
の
額
を
明
記
し
、
執

行
残
は
返
納
精
算
と
な
っ
て

い
る
。
利
用
料
金
制
の
場
合

は
、
原
則
、
１
件
１０
万
円
未

満
の
修
繕
は
指
定
管
理
者
が

負
担
し
て
い
る
。

⑴
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に

よ
る
各
施
設
の
経
費
削
減

額
を
毎
年
度
試
算
し
、
検

証
し
て
い
く
こ
と
。

⑵
修
繕
な
ど
指
定
管
理
者
が

負
担
す
る
基
準
額
は
、
営

利
施
設
に
つ
い
て
は
、
３０

万
円
未
満
と
す
る
こ
と
を

　

常
任
委
員
会
が
所
管
す
る
事
務
に
つ
い
て
、
議
会
閉
会
中
に
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
指
定
管
理
の
現
状
と
課
題
、
地
区
公
民
館
の
組
織
と
運
営
状
況
、
林
業
資
源
の
現
況
と
今
後
の

活
用
に
つ
い
て
調
査
し
、
当
局
に
提
言
を
し
ま
し
た
。

所管事務調査
閉会中の

民
間
能
力
を
活
用
し

経
費
削
減
を

総
務
常
任
委
員
会

南九州市の

道筋を求めて

検
討
す
る
こ
と
。

⑶
今
後
の
方
向
性
が
決
定
さ

れ
て
い
な
い
施
設
も
あ
る

が
、
整
理
す
べ
き
課
題
を

精
査
し
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
で
き
る
も
の
は
早

急
に
対
処
し
て
い
く
こ

と
。

⑷
地
元
の
団
体
な
ど
で
管
理

運
営
で
き
る
施
設
は
、
経

済
性
と
地
域
振
興
を
考
慮

し
た
う
え
で
、
地
元
団
体

に
限
定
し
た
公
募
を
検
討

す
る
こ
と
。
ま
た
、
可
能

な
限
り
選
定
基
準
に
地
元

雇
用
の
確
保
を
設
定
す
る

こ
と
。

｜
　
提
　
　
　
言
　

｜

指定管理者制度が導入されている知覧テニスの森公園で練習する子どもたち
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委
員
会
は
、
地
区
公
民
館

の
組
織
と
運
営
状
況
に
つ
い

て
調
査
し
ま
し
た
。

　

本
市
に
は
条
例
で
制
定
さ

れ
た
地
区
（
校
区
）
公
民
館

が
、
頴
娃
地
域
に
６
、
知
覧

地
域
に
７
、
川
辺
地
域
に
７

の
計
２０
カ
所
設
置
さ
れ
て
い

る
。

　

地
域
社
会
に
お
け
る
公
民

館
の
役
割
と
し
て
は
、
地
域

　

委
員
会
は
、
林
業
資
源
の

現
況
と
今
後
の
活
用
に
つ
い

て
調
査
し
ま
し
た
。

　

本
市
の
森
林
面
積
は
、
２１

年
４
月
１
日
現
在
１
万
７
９

９
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
総
面

積
の
約
５０
％
を
占
め
て
お

り
、
そ
の
う
ち
ス
ギ
・
ヒ
ノ

キ
は
１
万
１
５
５
３
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
戦
後
植
栽
さ
れ
た

も
の
が
約
５８
％
を
占
め
、
伐

採
時
期
を
迎
え
て
い
る
。

　

特
有
林
産
物
は
、
シ
キ
ミ

の
植
栽
が
増
加
し
て
お
り
、

に
お
け
る
学
習
支
援
と
地
域

づ
く
り
の
支
援
が
主
な
も
の

で
あ
る
。

　

本
市
地
区
（
校
区
）
公
民

館
の
組
織
体
制
や
管
理
運
営

体
制
及
び
地
域
活
動
に
つ
い

て
は
、
大
き
な
差
異
が
あ
り

十
分
に
機
能
が
発
揮
さ
れ
な

い
所
も
見
ら
れ
る
。

　

公
の
施
設
管
理
に
対
す
る

国
の
法
改
正
を
機
に
知
覧
地

域
校
区
公
民
館

に
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
し

て
い
る
が
、
地

域
の
独
自
性
、

自
主
性
を
尊
重

し
、
市
全
体
と

し
て
管
理
体
制

の
統
一
を
図
る

た
め
平
成
２３
年

４
月
か
ら
は
市

直
営
方
式
で
管

理
運
営
す
る
予

定
で
あ
る
。

　

公
民
館
長
が

兼
務
し
て
い
る

市
全
体
の
生
産
高
は
、
１８
年

度
３１
万
５
千
円
で
あ
っ
た

が
、
２０
年
度
８
２
４
万
５
千

円
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
年
度
か
ら
、
南

薩
地
域
振
興
局
に
お
い
て
、

薩
摩
つ
げ
を
植
栽
す
る
南
薩

地
域
「
つ
げ
の
里
」
づ
く
り

モ
デ
ル
事
業
を
、
地
域
内
１０

地
区
に
対
し
実
施
す
る
計
画

が
あ
り
、
事
業
費
は
１
地
区

７０
万
円
で
、
２
分
の
１
の
３５

万
円
を
補
助
す
る
も
の
で
あ

る
。

各
種
委
員
な
ど
は
、
会
議
や

行
事
へ
の
出
席
が
多
く
公
民

館
長
後
継
者
選
出
に
苦
慮
し

て
い
る
た
め
、
行
政
と
し
て

何
ら
か
の
対
応
を
検
討
す
べ

き
で
あ
る
。

｜ 

提
　
言 

｜

⑴
多
種
・
多
様
化
す
る
地
域

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
、
一
層
の
組
織
体

制
の
強
化
を
図
る
こ
と
。

⑵
地
区
（
校
区
）
公
民
館
の

果
た
す
べ
き
活
動
や
業
務

内
容
に
つ
い
て
明
確
に
す

る
こ
と
。

⑶
行
政
効
果
や
利
便
性
の
み

を
求
め
る
こ
と
な
く
、
地

域
住
民
の
声
を
十
分
反
映

さ
せ
る
こ
と
。

⑷
行
政
施
設
な
ど
の
一
極
集

中
に
よ
る
地
域
衰
退
を
危

惧
す
る
声
も
あ
る
が
、
公

民
館
活
動
の
充
実
が
地
域

住
民
に
与
え
る
安
心
感
や

行
政
に
対
す
る
信
頼
を
培

う
こ
と
に
大
き
な
意
味
を

も
つ
こ
と
か
ら
、
市
が
全

面
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

行
う
こ
と
。

　

南
薩
木
材
加
工
セ
ン
タ
ー

は
、
平
成
６
年
４
月
よ
り
操

業
を
開
始
し
、
前
年
度
の
原

木
消
費
量
は
１
万
３
６
７
７

立
方
メ
ー
ト
ル
で
、
製
品
販

売
の
ほ
か
畜
産
農
家
へ
の
お

が
く
ず
販
売
が
主
で
あ
る
。

本
年
度
、
施
設
増
設
を
計
画

し
て
お
り
、
製
材
施
設
や
作

業
用
建
物
な
ど
補
助
事
業
で

総
事
業
費
約
９
億
円
を
か
け

整
備
す
る
こ
と
と
なって
い
る
。

｜ 

提
　
言 

｜

⑴
市
有
林
は
伐
採
時
期
を
迎

え
た
ら
全
て
伐
採
す
る
の

で
は
な
く
、
必
要
に
応
じ

貴
重
な
森
林
と
し
て
残
す

こ
と
。

⑵
特
有
林
産
物
の
供
給
及
び

販
売
は
、
情
報
提
供
な
ど

を
随
時
実
施
し
、
事
業
促

進
を
図
る
こ
と
。

⑶
木
材
需
要
に
対
応
し
た
供

給
体
制
を
構
築
す
る
た

め
、
森
林
所
有
者
、
市
、

森
林
組
合
及
び
南
薩
木
材

加
工
セ
ン
タ
ー
が
一
体
と

な
り
森
林
の
整
備
管
理
を

行
い
、
林
業
従
事
者
の
所

得
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う

推
進
す
る
こ
と
。

地
域
住
民
の
声
を
反
映
さ
せ
た

公
民
館
活
動
を文

教
厚
生
常
任
委
員
会

林
業
従
事
者
の
所
得
向
上
を

産
業
建
設
常
任
委
員
会

学童保育に取り組む田代校区公民館

南薩木材加工センターを視察する委員




